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台
風
18
号
の
影
響
で
延
期
し

て
い
ま
し
た
、合
併
10
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト「
や
に
こ
い
フ
ェス
タ
」は

11
月
23
日（
日
）に
開
催
さ
れ
ま

す
。く
わ
し
く
は
、広
報
裏
表
紙

及
び
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
て
い

ま
す「
や
に
こ
い
フェス
タ
」チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

配
布
時
期
　
平
成
26
年
５
月
30

日
に
広
報
み
な
べ
と
同
時
に
、町

内
各
世
帯（
約
４
７
５
０
世
帯
）

に
１
枚
配
布 

期

　間
　
平
成
26
年
７
月
15
日

（
火
）ま
で
の
約
１
ケ
月
半  

 
 

内
容
等
　「
合
併
し
て
良
か
っ
た

と
感
じ
る
事
」、「
合
併
し
て
悪

か
っ
た
と
感
じ
る
事
」、「
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
」の
３
項

目
に
つ
い
て
、自
由
な
意
見
等
を

記
述
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

回
収
方
法
　
役
場
及
び
各
公
民

館
に
備
え
付
け
た
投
函
箱
へ
投

函回
収
部
数
等
　
33
部（
男
性
18

部
、女
性
15
部
）

回
収
率
　
約
０・７
％

年
代
別
　
10
歳
代
１
部
・
20
歳

代
０
部
・
30
歳
代
１
部
・
40
歳
代

２
部・50
歳
代
４
部・60
歳
代
11

部・70
歳
代
14
部  

 
 

 

記
載
さ
れ
て
い
た
主
な
意
見
等 

 
 

 
 

 
 

 
 

○
梅
産
業
に
対
す
る
理
解
が
深

ま
っ
た
こ
と
や
、梅
の
消
費
拡
大

Ｐ
Ｒ
等
が
一
体
的
に
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と

○
両
町
村
の
既
存
施
設
が
相
互

に
利
用
で
き
る
こ
と（
図
書
館
な

ど
）

○
旧
南
部
町
に
学
校
給
食
が
実

施
さ
れ
た
こ
と

○
田
辺
中
心
の
巨
大
合
併
で
な

く
、行
政
が
住
む
人
の
顔
を
知
る

こ
と
の
出
来
る
合
併
で
あ
っ
た
こ

と ○
文
化
祭
な
ど
を
通
じ
て
、人
の

交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と 

○
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
が
出

来
た
こ
と 

○
特
に
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

○
子
供
の
検
診
な
ど
が
場
所
的

に
遠
く
な
っ
て
不
便
に
な
っ
た
こ

と

○
行
政
が
行
き
届
か
な
く
な
っ

た
と
感
じ
る
こ
と

○
下
水
道
使
用
料
が
高
い
こ
と

○
町
職
員
の
不
祥
事
が
多
発
し

た
こ
と
　
勤
務
態
度
の
横
柄
な

職
員
が
い
る
こ
と 

○
芸
能
祭
り
等
の
開
催
場
所

が
、一
方
に
偏
っ
て
い
る
と
感
じ
る

こ
と

○
庁
舎
の
統
合
に
よ
り
、旧
南
部

川
村
の
住
民
が
不
便
に
な
っ
た
事

が
あ
る
こ
と

○
悪
い
と
感
じ
る
事
の
方
が
多
い

 
 

 
 

 
 

 
 

○
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
、工

場
の
誘
致
を

○
役
場
職
員
の
職
務
態
度
の
向

上
を 

 
 

 

○
少
子
化
問
題
へ
の
対
応
、婚
活

への
積
極
的
な
関
わ
り
を  

○
梅
以
外
の
特
産
物
の
育
成
を 

○
防
災
対
策
の
避
難
訓
練
以
外

の
対
策
実
現
を
、高
台
へ
の
避
難

場
所
等
の
整
備
を

○
高
台
で
の
宅
地
造
成
を  

○
旧
南
部
町
内
の
幼
稚
園・学
校

を
高
台
へ
移
転 

 
 

○
梅
干
し
価
格
の
回
復
へ
の
対

策
、南
高
梅
を
全
国
に
宣
伝
、梅

産
業
の
更
な
る
振
興
を 

 

○
梅・炭
等
の
生
産
者
の
経
費
の

負
担
軽
減
策
を  

 

○
職
員
数
の
削
減
、職
員
給
与・

議
員
報
酬
の
削
減
を 

 

○
高
齢
者
の
介
護
制
度・下
水
道

使
用
料
な
ど
の
出
前
講
座
を 

○
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り

組
み
を  

 
 

○
図
書
館
の
運
営
に
つ
い
て
、｢

指

定
管
理｣

と
は
ち
が
う
方
向
で
の

検
討
を  

 
 

○
空
家
の
利
用
促
進
や
廃
屋
敷

の
周
辺
の
環
境
悪
化
や
防
災
上

で
の
対
策
を 

 
 

○
地
域
の
人
た
ち
が
地
域
の
介

護
を
す
る
制
度
を 

 

○
地
域
で
高
齢
者
が
集
う
こ
と

の
で
き
る
場
所
を 

 

○
休
日
の
医
療
体
制
、専
門
医
の

充
実
を  

 
 

○
道
路
の
定
期
点
検
と
海
岸・砂

浜
の
町
民
全
員
に
よ
る
清
掃
を 

○
町
の
ミ
ニ
ド
ッ
ク
の
開
催
時
期

を
７
月
上
旬
か
ら
少
し
遅
ら
せ

て
ほ
し
い

※

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

合
併
10
周
年
に
あ
た
り
、町
民
の
皆
さ
ま
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た

そ
の
結
果（
概
要
）を
お
知
ら
せ
し
ま
す

合
併
し
て
良
か
っ
た
と

感
じ
る
事

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言

合
併
し
て
悪
か
っ
た
と

感
じ
る
事

「
や
に
こ
い
フ
ェ
ス
タ
」を

11
月
23
日
に
開
催

優勝おめでとうございます

南部高等学校 軟式野球部

第69回国民体育大会「長崎がんばらんば国体」
高等学校軟式野球競技
（10月14日～16日・五島市中央公園野球場で開催
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み
な
べ
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
）で
、み
な
べ
町

合
併
10
周
年
記
念
式
典
を
10
月

５
日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。当

日
は
台
風
18
号
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
が
、来
賓
の
皆
様
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
、合
併
１

周
年
の
時
に
結
成
さ
れ
た「
プ
ラ

リ
ズ
ム
〜
梅
舞
〜
」の
華
や
か
な

演
武
を
披
露
し
て
い
た
だ
い
た

後
、式
典
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
小
谷
町
長
が
、今
日

ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
に
お
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、今
後
の
町
政

に
あ
た
っ
て「
町
民
の
み
な
さ
ま

の
安
心
安
全
の
た
め
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、防
災
面
を
強
化
し

て
ま
い
り
た
い
」と
式
辞
を
述
べ

た
あ
と
、合
併
時
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
合
併
功
労
者
の
皆

様
、長
年
町
の
各
種
団
体
の
長
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
皆
様
、

新
町
に
対
し
多
額
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝

状
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
当
日
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
来
賓
の
み
な
さ
ま
か
ら
も
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、最
後

に
田
中
昭
彦
議
会
議
長
の
音
頭

で
万
歳
三
唱
を
し
て
記
念
式
典

を
閉
式
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、（
株
）日
本
総
合
研

究
所
調
査
部
主
席
研
究
員
の
藻

谷
浩
介
氏
に
よ
る「
里
山
資
本

主
義
か
ら
未
来
が
見
え
る
」と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、み

な
べ
町
の
魅
力
や
今
後
の
展
望
な

ど
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

●
平
成
16
年
10
月
　
南
部
町
と

南
部
川
村
が
合
併
し
、「
み
な
べ

町
」が
誕
生

●
平
成
17
年
10
月
　
町
の
花

「
梅
」・町
の
木「
う
ば
め
が
し
」・

町
の
鳥「
う
ぐ
い
す
」・町
の
魚「
い

わ
し
」・町
民
憲
章
を
決
定

●
平
成
18
年
６
月
　
紀
州
梅
の

会
が
、『
梅
の
日
』を
制
定
し
、京

都
の
上
賀
茂
神
社
と
下
鴨
神
社

に
梅
を
奉
納
し
、時
代
行
列
を

行
う

●
平
成
18
年
10
月
　「
紀
州
み

な
べ
の
南
高
梅
」と「
紀
州
備
長

炭
」を
商
標
登
録
出
願
し
、特
許

庁
か
ら
認
定
さ
れ
る

●
平
成
19
年
２
月
　
第
12
回
全

国
梅（
花
）サ
ミ
ッ
ト
を
み
な
べ
町

で
開
催

●
平
成
19
年
４
月
　
み
な
べ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
本
格
運
行
開
始

●
平
成
19
年
11
月
　
高
速
道
路

阪
和
自
動
車
道
み
な
べ
Ｉ
Ｃ
か
ら

南
紀
田
辺
Ｉ
Ｃ
間
開
通

●
平
成
20
年
１
月
　
南
部
小
学

校
新
校
舎
竣
工

●
平
成
20
年
７
月
　
内
閣
府
か

ら「
紀
州
み
な
べ
梅
酒
特
区
」の

認
定
を
受
け
る

●
平
成
22
年
１
月
　
上
南
部
保

育
所
新
園
舎
竣
工

●
平
成
22
年
７
月
　
み
な
べ
新

橋
完
成

●
平
成
22
年
10
月
　
岩
代
小
学

校
新
校
舎
竣
工

●
平
成
22
年
10
月
　
み
な
べ
町

自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
発
足

●
平
成
23
年
２
月
　
黒
潮
フ

ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
区
域
農
用
地
総
合

整
備
事
業
完
工

●
平
成
23
年
５
月
　
町
営
住
宅

井
之
台
地
区
32
戸
竣
工

●
平
成
23
年
９
月
　
台
風
12
号

に
よ
る
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り

町
内
で
甚
大
な
被
害

●
平
成
25
年
３
月
　
清
川
保
育

所
新
園
舎
竣
工

●
平
成
25
年
４
月
　
町
内
全
小

中
学
校
で
学
校
給
食
実
施

●
平
成
25
年
４
月
　
上
南
部
学

童
保
育
所
開
所

●
平
成
26
年
４
月
　
清
川
中
学

校
と
高
城
中
学
校
が
統
合
、新

高
城
中
学
校
開
校

●
平
成
26
年
４
月
　
岩
代
小
学

校
屋
外
プ
ー
ル
竣
工

み
な
べ
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
を

10
月
５
日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た

10
年
間
の
主
な
出
来
事

プラリズム～梅舞～のみなさん

藻
谷
浩
介
氏
の
講
演
会
の
様
子

合
併
功
労
の
み
な
さ
ん
を
代
表
し
て
、

前
み
な
べ
町
長
山
田
五
良
氏
に
感
謝
状

を
贈
呈
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平
成
26
年
第
３
回
定
例
町
議

会
が
、９
月
16
日（
火
）か
ら
26
日

（
金
）ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た（
会

期
は
11
日
間
）。こ
の
定
例
会
で

は
、平
成
25
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
８
件
、承
認
１

件
、議
案
10
件
、報
告
１
件
が
上

程
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、い

ず
れ
も
認
定
、可
決
等
さ
れ
ま

し
た
。

■
平
成
25
年
度
町
一
般
会
計
及

び
７
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

　
一
般
会
計
と
、７
特
別
会
計
の

平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

歳
入
総
額
１
０
１
億
７
９
０
９
万

９
千
円
、歳
出
総
額
93
億
７
０
３

４
万
９
千
円
の
う
ち
翌
年
度
へ
１

億
５
６
０
３
万
５
千
円
が
繰
り

越
さ
れ
る
た
め
、実
質
収
支
額
６

億
５
２
７
１
万
５
千
円
の
黒
字
、

特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
も
実

質
収
支
額
は
７
会
計
と
も
黒
字

と
な
って
い
ま
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認（
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
））

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
３

万
１
千
円
を
増
額
し
、総
額
79

億
７
７
７
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、塵
芥
処
理

費
に
お
い
て
負
担
金
で
計
上
し
て

い
た
も
の
を
使
用
料
と
委
託
料

に
組
み
替
え
た
こ
と
と
、８
月
９

日
か
ら
10
日
に
か
け
て
の
台
風

11
号
の
被
害
に
対
処
す
る
た
め

の
災
害
応
急
工
事
費
３
６
３
万

１
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。財

源
は
、前
年
度
繰
越
金
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。〔
＊
こ
の
案
件

は
、地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
８
月
10
日
に
町
長
の
権
限
で

決
定
さ
れ
た
専
決
処
分
に
つ
い
て

の
承
認
で
す
。〕

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度

の
基
本
と
な
る「
子
ど
も・子
育

て
支
援
法
」の
成
立
に
基
づ
き
、

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
整
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

家
庭
的
保
育
事
業
等（
家
庭
的

保
育
事
業
、小
規
模
保
育
事
業
、

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
又
は
事

業
所
内
保
育
事
業
）の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

ま
し
た
。

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

ま
し
た
。

■
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
２
条
例
に
つ
い
て
は
、条
例
中

の
文
言
の一
部
を
、人
権
に
配
慮

し
、わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
表

記
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７

２
０
８
万
円
を
増
額
し
、総
額
83

億
７
９
８
５
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、国・県
支
出
金
１
億

５
５
５
３
万
９
千
円
、財
産
収
入

３
０
０
９
万
円
、繰
入
金
△
１
億

９
５
４
４
万
７
千
円
、繰
越
金
３

億
８
６
８
７
万
８
千
円
、町
債
９

４
８
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
主
な
歳
出
の
内
訳
は
、次
ペ
ー

ジ
中
段
の
表
の
通
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
２

７
万
５
千
円
を
増
額
し
、総
額
21

億
６
７
６
４
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
１
７
８
５
万
３
千

円
、前
年
度
繰
越
金
８
４
２
万
２

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、前
年
度
の
国・県
補

助
金
等
の
精
算
に
伴
う
返
還
金

で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
１

万
９
千
円
を
増
額
し
、総
額
15

億
４
６
３
９
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、前
年
度
介
護
給
付

費
の
精
算
に
よ
る
国
・
県
支
出

金
、支
払
基
金
交
付
金
の
追
加

交
付
51
万
２
千
円
、一
般
会
計
繰

入
金
９
万
２
千
円
、前
年
度
繰

越
金
２
８
１
万
５
千
円
で
す
。

　
歳
出
は
、前
年
度
の
国・県
等

補
助
金
の
清
算
に
伴
う
返
還
金

で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
54
万
３

千
円
を
増
額
し
、総
額
５
億
５
８

０
９
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
職

員
人
件
費
の
増
額
補
正
で
す
。

　
財
源
は
、前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
９

８
万
４
千
円
を
増
額
し
、総
額
１

億
２
５
３
８
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、簡
易
水
道
事
業
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
４
７
１
万

３
千
円
、前
年
度
繰
越
金
４
２
７

万
１
千
円
、町
道
改
良
事
業
に

伴
う
水
道
管
復
旧
の
た
め
の
工

事
補
償
費
４
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、主
に
国
道
４
２
４
号

道
路
改
良
工
事
、東
神
野
川
地

内
町
道
改
良
工
事
に
伴
う
、配

水
管
及
び
水
道
管
布
設
工
事
請

負
費
な
ど
で
す
。

■
平
成
25
年
度
財
団
法
人
み
な

べ
町
開
発
公
社
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
並
び
に
平
成
26
年
度

一
般
財
団
法
人
み
な
べ
町
開
発

公
社
事
業
計
画
及
び
予
算
報
告

　
町
開
発
公
社
の
平
成
25
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
と
平

成
26
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予

算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

■
紀
州
南
高
梅
使
用
の
お
に
ぎ

り
及
び
梅
干
し
の
普
及
に
関
す

る
条
例 

　
町
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員

会
が
提
案
し
、「
梅
干
し
で
お
に

ぎ
り
」を
奨
励
し
、特
産
で
あ
る

紀
州
南
高
梅
の
梅
干
し
を
使
っ

た
お
に
ぎ
り
を
奨
励
し
、梅
の
消

費
拡
大
な
ど
を
目
指
す
た
め
、

生
産
者
や
事
業
者
と
連
携
し
て

梅
製
品
の
普
及
促
進
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
を
定

め
ま
し
た
。

【
報

　告
】

平成２６年度一般会計補正予算（第４号） 歳出補正額と主な内容

＊各費目で、４月の人事異動に伴う人件費の組み替えを行っています。

費　　目

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災害復旧費

歳 出 合 計

△１９１万５千円
１億５２６６万３千円
１００７万２千円
△９９９万５千円
１３３７万３千円
３１４万６千円
２０４万２千円
１１３０万８千円
５０１８万６千円

２億４１２０万０千円

4月異動に伴う人件費組替による減

地域づくり基金積立金１億3000万円ほか

前年度の障がい者自立支援関係などの国県補助金の精算に伴う返還金993万6千円ほか

予防接種委託料682万3千円ほか

堺漁港製氷施設改修事業補助金683万7千円ほか

国民宿舎紀州路みなべ屋上防水改修工事設計業務委託料323万円ほか

社会資本整備総合交付金事業535万円ほか

災害応急対策工事請負費300万円ほか

南部中学校部室改築工事請負費1600万円ほか

公共土木施設災害復旧工事請負費1億500万円ほか

４億７２０８万０千円

補　正　額 主　　な　　内　　容

消費税の円滑かつ適性な転嫁のために！　消費税転嫁対策特別措置法を施行
　平成26年４月１日以降に供給する商品又は役務について、消費税の転嫁を拒む行為等が禁止されています。
違反行為を防止又は是正するため、公正取引委員会、主務大臣、中小企業庁長官が必要な指導・助言を行いま
す。また、違反行為があると認めるときは、公正取引委員会が勧告を行い、その旨を公表します。

適用対象となる主な取引 消費税の転嫁拒否等の行為
転嫁拒否等をする側（買手）【規制対象】 転嫁拒否等をされる側（売手） 禁止される行為 具 体 例

大規模小売事業者

右欄の事業者等と継続的に取引を
行っている法人事業者

大規模小売事業者と継続的に
取引を行っている事業者

○資本金３億円以下の事業者
○個人事業者等

①減額

②買いたたき

⑤報復行為

③商品購入、役務利用
　又は利益提供の要請

④本体価格での
　交渉の拒否

本体価格に消費税分を上乗せした額を対価と
する旨契約していたが、消費税分の全部又は一
部を事後的に対価から減じること。

原材料費の低減等の状況変化がない中で、消費
税率引き上げ前の税込価格に消費税率引上げ
分を上乗せした額よりも低い対価を定めること。

消費税率引上げ分を上乗せすることを受け入
れる代わりに、取引先にディナーショーのチケッ
トを購入させること。

転嫁拒否をされた事業者が①～④の行為が行わ
れていることを公正取引委員会などに知らせたこ
とを理由に、取引の数量を減らしたり、取引を停止
したりするなど、不利益な取扱いをすること。

本体価格（消費税抜価格）で交渉したいという
申出を拒否すること。

転嫁に関する問い合わせやご相談は、
専用ダイヤル又はホームページの専用ホームをご利用ください。

専用ダイヤル　０５７０-２００-１２３
（通話料がかかります）

受付時間　平日の９：００～１７：００
ホームページ　http：//www.tenkasoudan.go.jp

広報みなべ　2014.11
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平
成
26
年
第
３
回
定
例
町
議

会
が
、９
月
16
日（
火
）か
ら
26
日

（
金
）ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た（
会

期
は
11
日
間
）。こ
の
定
例
会
で

は
、平
成
25
年
度
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
８
件
、承
認
１

件
、議
案
10
件
、報
告
１
件
が
上

程
さ
れ
、慎
重
審
議
の
結
果
、い

ず
れ
も
認
定
、可
決
等
さ
れ
ま

し
た
。

■
平
成
25
年
度
町
一
般
会
計
及

び
７
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定

　
一
般
会
計
と
、７
特
別
会
計
の

平
成
25
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、

歳
入
総
額
１
０
１
億
７
９
０
９
万

９
千
円
、歳
出
総
額
93
億
７
０
３

４
万
９
千
円
の
う
ち
翌
年
度
へ
１

億
５
６
０
３
万
５
千
円
が
繰
り

越
さ
れ
る
た
め
、実
質
収
支
額
６

億
５
２
７
１
万
５
千
円
の
黒
字
、

特
別
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
も
実

質
収
支
額
は
７
会
計
と
も
黒
字

と
な
って
い
ま
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認（
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
））

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
６
３

万
１
千
円
を
増
額
し
、総
額
79

億
７
７
７
万
６
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、塵
芥
処
理

費
に
お
い
て
負
担
金
で
計
上
し
て

い
た
も
の
を
使
用
料
と
委
託
料

に
組
み
替
え
た
こ
と
と
、８
月
９

日
か
ら
10
日
に
か
け
て
の
台
風

11
号
の
被
害
に
対
処
す
る
た
め

の
災
害
応
急
工
事
費
３
６
３
万

１
千
円
を
増
額
し
ま
し
た
。財

源
は
、前
年
度
繰
越
金
を
増
額

補
正
し
ま
し
た
。〔
＊
こ
の
案
件

は
、地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
８
月
10
日
に
町
長
の
権
限
で

決
定
さ
れ
た
専
決
処
分
に
つ
い
て

の
承
認
で
す
。〕

■
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び

特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

　
子
ど
も・子
育
て
支
援
新
制
度

の
基
本
と
な
る「
子
ど
も・子
育

て
支
援
法
」の
成
立
に
基
づ
き
、

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
ま
し
た
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
整
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

家
庭
的
保
育
事
業
等（
家
庭
的

保
育
事
業
、小
規
模
保
育
事
業
、

居
宅
訪
問
型
保
育
事
業
又
は
事

業
所
内
保
育
事
業
）の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

ま
し
た
。

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例

　
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

ま
し
た
。

■
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

■
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
２
条
例
に
つ
い
て
は
、条
例
中

の
文
言
の一
部
を
、人
権
に
配
慮

し
、わ
か
り
や
す
く
具
体
的
な
表

記
に
変
更
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４

号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
７

２
０
８
万
円
を
増
額
し
、総
額
83

億
７
９
８
５
万
６
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、国・県
支
出
金
１
億

５
５
５
３
万
９
千
円
、財
産
収
入

３
０
０
９
万
円
、繰
入
金
△
１
億

９
５
４
４
万
７
千
円
、繰
越
金
３

億
８
６
８
７
万
８
千
円
、町
債
９

４
８
０
万
円
な
ど
で
す
。

　
主
な
歳
出
の
内
訳
は
、次
ペ
ー

ジ
中
段
の
表
の
通
り
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
２

７
万
５
千
円
を
増
額
し
、総
額
21

億
６
７
６
４
万
９
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
１
７
８
５
万
３
千

円
、前
年
度
繰
越
金
８
４
２
万
２

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、前
年
度
の
国・県
補

助
金
等
の
精
算
に
伴
う
返
還
金

で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
１

万
９
千
円
を
増
額
し
、総
額
15

億
４
６
３
９
万
７
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、前
年
度
介
護
給
付

費
の
精
算
に
よ
る
国
・
県
支
出

金
、支
払
基
金
交
付
金
の
追
加

交
付
51
万
２
千
円
、一
般
会
計
繰

入
金
９
万
２
千
円
、前
年
度
繰

越
金
２
８
１
万
５
千
円
で
す
。

　
歳
出
は
、前
年
度
の
国・県
等

補
助
金
の
精
算
に
伴
う
返
還
金

で
す
。

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
54
万
３

千
円
を
増
額
し
、総
額
５
億
５
８

０
９
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
の
人
事
異
動
に
伴
う
職

員
人
件
費
の
増
額
補
正
で
す
。

　
財
源
は
、前
年
度
か
ら
の
繰
越

金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
９

８
万
４
千
円
を
増
額
し
、総
額
１

億
２
５
３
８
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
は
、簡
易
水
道
事
業
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
４
７
１
万

３
千
円
、前
年
度
繰
越
金
４
２
７

万
１
千
円
、町
道
改
良
事
業
に

伴
う
水
道
管
復
旧
の
た
め
の
工

事
補
償
費
４
０
０
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、主
に
国
道
４
２
４
号

道
路
改
良
工
事
、東
神
野
川
地

内
町
道
改
良
工
事
に
伴
う
、配

水
管
及
び
水
道
管
布
設
工
事
請

負
費
な
ど
で
す
。

■
平
成
25
年
度
財
団
法
人
み
な

べ
町
開
発
公
社
事
業
報
告
及
び

決
算
報
告
並
び
に
平
成
26
年
度

一
般
財
団
法
人
み
な
べ
町
開
発

公
社
事
業
計
画
及
び
予
算
報
告

　
町
開
発
公
社
の
平
成
25
年
度

事
業
報
告
及
び
決
算
報
告
と
平

成
26
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予

算
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

■
紀
州
南
高
梅
使
用
の
お
に
ぎ

り
及
び
梅
干
し
の
普
及
に
関
す

る
条
例 

　
町
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員

会
が
提
案
し
、「
梅
干
し
で
お
に

ぎ
り
」を
奨
励
し
、特
産
で
あ
る

紀
州
南
高
梅
の
梅
干
し
を
使
っ

た
お
に
ぎ
り
を
奨
励
し
、梅
の
消

費
拡
大
な
ど
を
目
指
す
た
め
、

生
産
者
や
事
業
者
と
連
携
し
て

梅
製
品
の
普
及
促
進
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
を
定

め
ま
し
た
。

平
成
26
年
第
３
回
定
例
町
議
会

平
成
25
年
度
各
会
計
の
歳
入
・
歳
出
決
算
認
定
な
ど

【
認

　定
】

【
承

　認
】

【
議

　案
】





11
月
30
日（
日
）は
和
歌
山
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

11
月
30
日（
日
）は
和
歌
山
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

西
本
庄
区・東
本
庄
区
が

祭
礼
用
具
を
整
備

宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

西
本
庄
区・東
本
庄
区
が

祭
礼
用
具
を
整
備

　
こ
れ
か
ら
の
和
歌
山
の
行
方

を
決
め
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
一
票
を
ぜ
ひ

生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票

　
投
票
日
当
日
、仕
事
や
用
事

が
あ
っ
て
投
票
所
へ
行
け
な
い
方

は
、投
票
日
前
日
ま
で
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

●
期
日
前
投
票
で
き
る
日
時

　
11
月
14
日（
金
）〜
11
月
29
日

（
土
）ま
で
毎
日（
土・日・祝
日
を

含
む
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

ま
で

●
投
票
で
き
る
場
所

　
役
場
庁
舎
　
１
階

不
在
者
投
票
　

▼
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
、不

在
者
投
票
施
設
に
指
定
し
た
病

院
や
施
設
に
入
院
ま
た
は
入
所

し
て
い
る
方
は
、そ
の
病
院
や
施

設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
体
に
重
度
の
障
が
い
が
あ
り
一

定
の
条
件
に
該
当
す
る
方
、要
介

護
度
５
と
認
定
さ
れ
た
方
は
、郵

便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

▼
長
期
の
仕
事
な
ど
で
、投
票
日

当
日
、み
な
べ
町
で
投
票
で
き
な
い

方
や
、住
民
票
を
置
い
た
ま
ま
他

市
町
村
に
住
ん
で
い
る
学
生
な
ど

の
方
は
、滞
在
先
の
市
区
町
村
選

挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
但
し
、事
前
に
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、希
望
さ
れ
る
方
は
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、町
選
挙
管
理
委

員
会（
役
場
総
務
課
内
、℡
72

－
２
０
５
１
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
運
動
は
、火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
む
か
え
る
に
あ

た
り
、火
災
予
防
思
想
の一
層
の

普
及
を
図
り
、も
っ
て
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、高
齢
者
を
中
心

と
す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ

せ
る
と
と
も
に
、財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　
火
災
を
未
然
に
防
止
す
る
に

は
、日
ご
ろ
か
ら
防
火
の
重
要
性

を
十
分
に
認
識
し
、自
主
的
な

防
火
活
動
を
積
極
的
に
実
施
す

る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

３
つ
の
習
慣

○
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
災

品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の

体
制
を
つ
く
る
。
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11
月
９
日（
日
）〜
15
日（
土
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
11
月
９
日（
日
）〜
15
日（
土
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動 投

票
時
間
は
、午
前
７
時
〜
午
後
６
時
ま
で

投
票
時
間
は
、午
前
７
時
〜
午
後
６
時
ま
で

『
も
う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ
』

『
も
う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ
』

『
も
う
い
い
か
い 

火
を
消
す
ま
で
は 

ま
あ
だ
だ
よ
』

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣・４
つ
の
対
策
〜

西本庄区

東本庄区

　
平
成
26
年
度
宝
く
じ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
る
助
成

を
得
て
、西
本
庄
区
と
東
本
庄

区
が
祭
礼
用
具
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
西
本
庄
区
は
だ
ん
じ
り
土

台
、空
殿
の

修
復
と
御

簾
、化
粧
幕

を
新
調
し
ま
し
た
。

　
東
本
庄
区
は
獅
子
頭
、獅
子

の
着
物
、太
鼓
、幟
、馬
具
を
新

調
し
ま
し
た
。

　
両
地
区
と
も
、祭
礼
用
具
を

整
備
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、地
域
の
伝
統
文
化
を
後
世

に
伝
え
る
と
と
も
に
、世
代
間

の
交
流
や
地
域
の
つ
な
が
り
を

よ
り
一層
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
と
し
て
、地
域
で

行
う
事
業
や
活
動
に
必
要
な

施
設
や
設
備
の
整
備
費
用
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
財
政
指
標
は
、そ
の
地
方
公
共

団
体
の
財
政
運
営
が
、ど
の
よ
う

な
状
況
で
あ
る
か
を
見
る
た
め
に

国
が
定
め
た
数
字
で
、普
通
会
計

等
を
基
に
算
出
さ
れ
ま
す
。

　　
表
１
は
、経
常
収
支
比
率・実 か

ら
見
た
25
年
度
普
通
会
計
決
算

質
公
債
費
比
率・町
債
残
高・基

金
残
高
の
平
成
24
年
度
と
25
年
度

の
比
較
で
す
。

　
経
常
収
支
比
率
は
、町
税
が

増
え
、人
件
費
な
ど
の
経
常
経
費

が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
３
・

１
％
下
が
り
ま
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
、残
高

が
順
調
に
減
少
し
て
い
る
た
め
０・

８
％
下
が
り
15
・４
％
に
な
り
ま

し
た
。

　
町
債
の
残
高
に
つ
い
て
は
、千

里
ケ
丘
球
場
の
改
修
や
学
校
の

改
修
等
で
９
億
３
２
０
万
円
借

り
入
れ
を
行
い
ま
し
た
が
、元
金

を
15
億
７
３
２
万
５
千
円
返
済

し
た
こ
と
に
よ
り
、６
億
４
１
２

万
５
千
円
減
少
し
ま
し
た
。町
民

１
人
当
た
り
の
地
方
債
残
高
は

91
万
１
千
円
に
な
り
ま
す
。

　
基
金
の
残
高
は
、５
億
８
２
７

８
万
９
千
円
増
加
し
、町
民
１
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、29
万
５

千
円
に
な
り
ま
す
。

　　
表
２
は
、財
政
健
全
化
法
に
よ

り
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
、４

つ
の
健
全
化
判
断
比
率
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
に
は
、早
期

健
全
化
基
準
と
財
政
再
生
基
準

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。早
期
健

全
化
基
準
を
１
つ
で
も
上
回
る
と

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
と
な
り
、財
政

健
全
化
計
画
策
定
が
義
務
づ
け

ら
れ
、自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ

る
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。更
に
、財

政
再
生
基
準
を
上
回
る
と
レッ
ド

カ
ー
ド
と
な
り
、財
政
再
生
団
体

と
な
り
ま
す
。

　
町
は
、一
般
会
計
や
特
別
会
計

な
ど
に
赤
字
が
な
い
た
め
、実
質

赤
字
比
率
と
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
該
当
し
ま
せ
ん
。実
質
公
債

費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
も
、

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
って
い

ま
す
。

　　
ま
た
、公
営
企
業
会
計
の
資

金
不
足
額（
赤
字
）の
割
合
を
示

す
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
も
、

町
の
公
営
企
業
会
計
は
、い
ず
れ

も
資
金
不
足
額
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、該
当
し
ま
せ
ん
。〔
町
の
公

営
企
業
会
計
に
相
当
す
る
の
は
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
、公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
、簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、

水
道
事
業
会
計
で
す
。〕

　　
物
心
と
も
に
合
併
効
果
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
が
、経
費
面
で
最

も
減
少
し
て
い
る
の
は
人
件
費
で

す
。

　
平
成
25
年
度
普
通
会
計
の
人

件
費
は
、平
成
15
年
度
決
算
の

旧
町
村
合
計
の
人
件
費
と
比
べ

る
と
、３
億
７
５
０
７
万
９
千
円
、

約
27・４
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。

財
政
指
標

２4
２5

83.6％
80.5％

経常収支
比　率

表１　主な財政指標【平成24年度と平成25年度の比較】

年度 実質公債費
比　率

町債（町の借金）
残　　高

基金（町の貯金）
残　　高

16.2％
15.4％

131億4,085万6千円
125億3,673万1千円

34億7,591万1千円
40億5,870万0千円

●経常収支比率＝町税や地方交付税など経常的に入ってくる一般財源が、
人件費や扶助費、公債費などの経常的経費に充てられた割合を表す指標
●実質公債費比率＝一般財源を普通会計の公債費、公営企業会計や一部
事務組合への繰出金や負担金のうち公債費相当分に充てられた割合を表
す指標

表2　4つの健全化判断比率 （単位：％）

●実質赤字比率＝標準財政規模に対して、普通会計の実質赤字の割合を
表す指標
●連結実質赤字比率＝標準財政規模に対して、町の全ての会計の実質赤
字の割合を表す指標
●将来負担比率＝標準財政規模に対して、将来一般会計などで負担する
ことが見込まれる金額の割合を表す指標

　 項 　 　 目 　
実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

町の比率
―
―
15.4
71.4

早期健全化基準
14.63
19.63
25.00
350.00

財政再生基準
20.00
30.00
35.00

標準財政規模＝その市町村の、その年度に入ると推測される一般
財源を全国統一のルールで計算した額
〔標準財政規模＝標準税収入額等＋普通交付税など〕
みなべ町の平成25年度標準財政規模は56億3,019万円

実
質
公
債
費
比
率
は
向
上

実
質
公
債
費
比
率
は
向
上

資
金
不
足
比
率
も
セ
ー
フ

資
金
不
足
比
率
も
セ
ー
フ

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
は

い
ず
れ
も
セ
ー
フ

４
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
は

い
ず
れ
も
セ
ー
フ

人
件
費
減
な
ど

合
併
効
果
が
上
が
る

人
件
費
減
な
ど

合
併
効
果
が
上
が
る
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　10月１日、上南部小学校１年生の児童が、給食のメニューを
考えてくれたロイヤルホテル料理長の木村さん、町長、教育委
員長、教育長と一緒にお祝い給食をいただきました。献立は、
町の特産物の梅干しとしらすの炊き込みご飯、ミニコロッケ
（サーモンクリーム・かぼちゃ）、スパゲティサラダ・ツナブロッコ
リー、肉すい、茶碗蒸し、シュークリーム、ジョアと、いつもより
ちょっと豪華？な給食でした。子どもたちは、「茶碗蒸し、なんで
カップに入ってるん？」、「おいしい」など、料理長さんとお話しし
ながら楽しそうに食べていました。

おばあちゃん・おじいちゃん今年も太鼓の演奏に来たよ
今日は、一緒に楽しんでください

災害時等のご協力をお願いします
災害時支援等で各団体と協定を締結

10月１日は、みなべ町10歳の誕生日！
ホテルの料理長さんが考えてくれた、お祝いメニューで一緒に給食

　10月15日、上南部中学校３年生の生徒が、ときわ寮梅の里を
訪問し、和太鼓の演奏を披露しました。施設前の駐車場に和太
鼓をセットし、新曲を交えた全４曲を堂に入ったバチさばきで力
強く演奏してくれました。また、演奏後にはふれあいタイムとして、
生徒たちの言葉を綴ったしおりを利用者の方 に々プレゼントした
り、一緒に太鼓をたたいたりと楽しいひと時を過ごしました。

　９月29日、西日本高速道路株式会社関西支社　和歌山高
速道路事務所と「津波襲来時に高速道路の区域の一部を一
時的に使用することについての協定」、10月２日に、県ＬＰガス
協会田辺支部と「地震などの災害が発生した際、避難所での
炊き出しなどに使うＬＰガスや器具を提供してもらうための協
定」、10月14日に公益社団法人和歌山県トラック協会と「災害
の発生時における輸送、荷下ろし、仕分け、管理及び積み込
み業務等の協力に関する協定」を締結しました。

高速道路事務所との
調印式参加者 ＬＰガス協会との調印
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伏見和美さん（東神野川）
「白梅賞」受賞おめでとうございます

「みなべ・田辺の梅システム」を世界農業遺産に申請する
ことが、農林水産省に承認されました

NEWS

　10月20日、農林水産省の世界農業遺産（ＧＩＡＨＳ）専門会議の評価結果を踏まえ、「みなべ・田辺の梅システム」を世
界農業遺産として、国連食料農業機関（ＦＡＯ）へ、認定申請することが農林水産省で承認されました。
　今年の７月に、農林水産省に承認依頼を申請し、一次評価（候補地域によるプレゼンテーション）現地調査報告及び
候補地域が策定する「活用・保全計画（アクションプラン）」に基づき、専門家会議において国内７件の候補地域を総合
的に評価。結果、みなべ・田辺地域（和歌山県）、長良川上中流域（岐阜県）、高千穂郷・椎葉山地域（宮崎県）の３地
域が承認されました。
　今後は、国連食料農業機関（ＦＡＯ）に申請書を提出し、ＦＡＯによる現地調査を経て、最終ＧＩＡＨＳ国際フォーラムに
おいて認定の可否が決定される見込みです。

　伏見和美さん（東神野川）が、平成
26年度「白梅賞」を受賞されました。
「白梅賞」は、社会福祉に献身的に活
動し、その業績が顕著であり、他の模
範となる福祉従事者に対し、県知事が
その功績をたたえ賞するものです。
　伏見さんは、特別養護老人ホームと
きわ寮梅の里で利用者の方の介護や
生活全般において良き相談相手とし
て、長年勤務されており、利用者及び職員のみなさんの信頼も厚いそうです。又、
豊かな経験と知識を生かし、施設運営の中心的な役割を果たしており、その功績
がたたえられました。

承認結果報告会の様子
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の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

　
家
庭
の
粗
大
ご
み（
処
理
困
難

物
）の
拠
点
回
収
を
実
施
し
ま

す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
テ
レ
ビ・冷
蔵
庫・洗
濯
機・エ
ア

コ
ン
な
ど
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対

象
製
品
も
引
き
取
り
ま
す
。小

雨
決
行
で
す
が
、大
雨
な
ど
荒
天

に
よ
り
中
止
す
る
場
合
は
、町
内

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、こ
の
広
報
紙
と

一
緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

回収日

11月12日（水）

11月13日（木）

11月16日（日）

回収場所
清川球場駐車場
高城公民館駐車場
須 賀 橋 上 流
河 川 敷

役 場 駐 車 場

時　　間
 8：30～10：00
10：30～12：00
 8：30～10：00
10：30～12：00

 8：30～11：00

13：00～15：00

対　象　地　区
清川
高城
谷口・東本庄・西本庄
筋・徳蔵・熊岡・晩稲
芝・芝崎・東吉田・新庄
気佐藤・千鹿浦・山内
東岩代・西岩代
堺・埴田・片町・新町
北道・南道

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

生
活
環
境
課（
℡
７2
ー
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

家
庭
粗
大
ご
み
の
拠
点
回
収
を
行
な
い
ま
す

11
月
12
日（
水
）・13
日（
木
）・16
日（
日
）に

廃
食
油
回
収
は

11
月
７
日（
金
）〜

　
　    

　
10
日（
月
）

          

に
実
施
し
ま
す

　
11
月
７
日（
金
）午
後
５
時
か

ら
10
日（
月
）午
前
９
時
ま
で
、町

内
各
地
で
、天
ぷ
ら
油
な
ど
の
廃

食
油
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
回
収
場
所
に
容
器（
ポ
リ
タ
ン

ク
20
ℓ
）を
配
置
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
自
身
で
移
し
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
回
収
し
た
廃
食
油
は
、環
境
に

や
さ
し
い
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
、再
び
使

用
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
５
月
の
回
収
実
績
は
、約

１
６
０
０
ℓ
で
し
た
。今
回
も
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。回
収
場
所
な
ど
は
、こ
の
広

報
紙
と一
緒
に
お
届
け
し
た
チ
ラ

シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
地
籍
調
査
事
業
』
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
町
内
各
学
童
保
育
所
の
平
成

27
年
度
入
所
申
し
込
み
を
、次
の

と
お
り
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
入
所
を
希
望
さ

れ
る
お
う
ち
の
方
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
対
象
と
な
り
ま
す
。保

護
者
の
就
労
状
況
等
を
審
査
し
、

入
所
を
決
定
し
ま
す
。

学
童
保
育
所
名・定
員

●
南
部
学
童
保
育
所（
北
道
）

　
℡
72
│
４
８
４
８

　
定
員
　
50
人

●
上
南
部
学
童
保
育
所（
谷
口
）

　
℡
74
│
３
１
３
３

　
定
員
　
50
人

※

但
し
、１
箇
所
で
定
員
を
超
え

る
と
き
は
、他
の
学
童
保
育
所
への

入
所
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

　
11
月
７
日（
金
）〜
20
日（
木
）

提
出
書
類

●
入
所
申
込
書

●
就
労
証
明
書
等

※

入
所
申
込
書
や
案
内
書
な
ど

は
、教
育
学
習
課
に
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、案
内
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。新
入
学
予
定
児
童
の

家
庭
へ
は
、案
内
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

申
込
書
提
出
先・問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
学
習
課（
谷
口
）

　
℡
７４
│
３
１
３
４

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー 

３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー 

３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

平
成
27
年
度
の
学
童
保
育
所

入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
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　４年生の哲哉は「かあちゃん
はうるさいし、こわいし、ケチ」と
文句たらたら。でも父ちゃんに
「モノは扱い方次第」と言われ、
取扱説明書を作るうちに、かあ
ちゃんの色んな面を見つけます。
笑えてほっこりして、オチでうなる
一冊。かあちゃん、恐るべし！
●古代マヤ（ハリス）●オオサン
ショウウオ（福田幸弘）●まちに
飛び出したドクターたち（國森康
弘）●吉田麻也（本郷陽二）
●打倒！センター試験の現代文
（石原千秋）●おさるのしゃしん
や（奈街三郎）●山賊のむすめ
ローニャ（リンドグレーン）●どん
ぐり（ギブス）

ゆめよみ館・子ども向け

　毎年８月２日、３日に開催され
る新潟県長岡市の花火大会。
最初に打ち上げられる一輪の白
い花“白菊”をはじめ、信濃川上
空に咲く２万発の花火は見る人
に大きな感動を与えています。自
然と涙が出るのは何故だろう。
花火に込められた思いを探りま
す。
●一人っ子同盟（重松清）●私
家本 椿説弓張月（平岩弓枝）
●想像の翼にのって（村岡花
子）●ツイッターで学んだいちば
ん大切なこと（ビズ・ストーン）●ア
ラスカへ行きたい（石塚元太良・
井出幸亮）●ふたり老後もこれ
で幸せ（　川覚志）●おわらな
い音楽 私の履歴書（小澤征爾）

ゆめよみ館・大人向け

　もしも宇宙ステーションで暮ら
すことになったら、ぼくたちの生
活はどうなるのかな？　寝るとき
は？　ご飯は？　トイレは？　宇宙
でのスポーツは？　足で歩かな
いで泳ぐように移動するなんてお
もしろそう！　無重力の中での暮
らしを楽しく紹介しています。
●大研究 カイコ図鑑（横山岳）
●めざせ！ 給食甲子園（こうやま
のりお）●メルリック まほうをなくし
たまほうつかい（デビッド・マッ
キー）

上南部分館・子ども向け

上南部分館・大人向け

上南部分館　おはなしの会
11月12日（水）午後３時から

　人はどのようにして仕事に出合い、どのような思いを込めて
働いているのでしょうか。普段知ることのできない、様々な職
業に就いて働く人々の姿を紹介します。

「みんなの仕事」1階

　元気で、かしこくて、勇かんな女の子がかつやくするお話
が、絵本にも読みものにもいろいろあります。男の子も女の子
も、いっしょに楽しんでくださいね。

「元気な女の子」2階

い
と
う
み
く（
童
心
社
）

か
あ
ち
ゃ
ん
取
扱
説
明
書

白
菊

山
本
省
三（
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
）

も
し
も
宇
宙
で
く
ら
し
た
ら

 １日（土）わくわくタイム（10:30～）

　　　  おはなし会（14:00～）

 ４日（火）休館

 ８日（土）おはなし会（14:00～）

10日（月）休館

13日（木）ちいさいひとのためのおはなし会
　　　  （0～3歳）（10:30～）

15日（土）おはなし会（14:00～）

16日（日）ようこそ落語ワールドへ！
　　　　　　　　　（14:00～）

17日（月）休館

22日（土）ビデオ上映会（10:30～）

　　　  おはなし会（14:00～）

25日（火）休館

27日（木）ちいさいひとのためのおはなし会
　　　  （0～3歳）（10:30～）

28日（金）休館（館内整理日）

29日（土）おはなし会（14:00～）

12月１日（月）休館

ゆめよみ館・11月のカレンダー

●ぱりぱり（瀧羽麻子）●大・大
往生（鎌田實）●身近な危険か
ら自分を守る！　ゆるサバイバル
入門（ふじいまさこ）

　毎週土曜日、午後２時から４歳くら
い以上を対象に行っています。絵
本、手遊びなどを20～30分楽しみ、
カードにシールを貼ります。どうぞ、お
子さんとご参加ください。

土曜日のおはなし会

　ボランティアの方々のおかげで、図書館
の玄関は、毎月、季節を感じさせてくれる
いろんな飾りつけで利用者の方々に喜ば
れています。

玄関の飾りつけ

11月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信
　桂米朝師匠と桂枝雀師匠の落語をＤＶＤでお楽しみください。
大いに笑って楽しいひとときを過ごしましょう。

ようこそ、落語ワールドへ！

山
崎
ま
ゆ
み（
小
学
館
）

１１月１６日（日）午後２時から　ゆめよみ館２階会議室
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法
務
局
か
ら
お
知
ら
せ

■
期
　
間
　
11
月
１
日（
土
）〜
18
日（
火
）

■
対
象
者
　
御
坊
市
内
ま
た
は
日
高
郡
内
に
在
住・在
学
の
方

■
方
　
法
　
応
募
用
紙
と
応
募
箱
は
、役
場
の
窓
口
、中
央・高
城・

　
清
川
の
各
公
民
館
、図
書
館（
ゆ
め
よ
み
館
）に
置
い
て
い
ま
す
。

　
　
用
紙
に
記
入
の
上
、応
募
箱
に
投
函
す
る
か
、御
坊
納
税
協

　
会（
〒
６
４
４
│
０
０
０
２
　
御
坊
市
薗
４
１
９
番
地
の
９
）へ
郵

　
送
し
て
く
だ
さ
い
。

（
公
法
）御
坊
納
税
協
会 

主
催

町
税
の
納
付
忘
れ
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

町
税
の
納
付
忘
れ
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か

時
間
外
の
納
税
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

時
間
外
の
納
税
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す

「
便
利
で
確
実
」

口
座
振
替
を
始
め
ま
せ
ん
か

「
便
利
で
確
実
」

口
座
振
替
を
始
め
ま
せ
ん
か

未
納
の
ま
ま
放
置
し
な
い
で
、

ま
ず
相
談
を

未
納
の
ま
ま
放
置
し
な
い
で
、

ま
ず
相
談
を

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
金
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

税
金
ク
イ
ズ
に
ご
応
募
く
だ
さ
い

　今
年
も
、抽
選
で
賞
品
が
当
た
る「
税
金
ク
イ
ズ
」を

実
施
し
ま
す
。

11
月・12
月
は

「
合
同
滞
納
整
理
強
化
月
間
」で
す
。

法
務
局
で
の
登
記
相
談
は
、

10
月
１
日
か
ら
予
約
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
税
収
確
保
及
び
納
期
内
に
納

税
い
た
だ
い
た
方
と
の
公
平
を
確

保
す
る
た
め
、み
な
べ
町
、和
歌

山
県
及
び
和
歌
山
地
方
税
回
収

機
構
で
は
、11
月・12
月
を
合
同

の『
滞
納
整
理
強
化
月
間
』と
し

て
、滞
納
者
の
財
産（
給
与
、不
動

産
な
ど
）の
差
押
え
を
集
中
的
に

行
う
な
ど
、合
同
で
滞
納
整
理
の

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、至
急
役
場
ま
た
は
金

融
機
関
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い（
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
書
が
必
要

な
方
は
、再
交
付
で
き
ま
す
の
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
）。

　
何
ら
か
の
事
情
で
納
付
で
き

な
い
方
は
、未
納
の
ま
ま
放
置
す

る
こ
と
な
く
、納
税
方
法
等
に
つ

い
て
税
務
課
ま
で
必
ず
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
税
金
は
、未
納
の
ま
ま
放
置
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
お
仕
事
の
都
合
等
で
昼
間
に

役
場
へ
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、事

前
に
税
務
課
ま
で
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。夜
間
で
も
随
時
、

職
員
が
納
税
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　
つ
い
う
っ
か
り
し
て
い
て
、納
期

限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い

う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
町
で
は
便
利
で
安
全
確
実
な

口
座
振
替
で
の
納
税
を
推
進
し

て
い
ま
す
。一
度
申
し
込
み
を
す

る
と
、解
約
の
手
続
き
を
し
な
い

限
り
継
続
さ
れ
ま
す
の
で
、毎
年

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。納
め
忘
れ
る
こ
と
を
防
ぐ

だ
け
で
な
く
、納
期
限
の
都
度
、

金
融
機
関
な
ど
へ
足
を
運
ば
な

く
て
も
納
税
で
き
る
な
ど
、と
て

も
便
利
な
口
座
振
替
。皆
さ
ん

も
始
め
ま
せ
ん
か
。

　
口
座
振
替
を
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
取
り
扱
い
金
融
機
関
に
口

座
振
替
依
頼
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。手
続
き
の
際
に
は
、預

貯
金
通
帳
、届
出
印
、納
税
通
知

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
住
宅
、店
舗
、倉
庫
、工
場
、作

業
所
な
ど
の
家
屋
に
対
す
る
固

定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日
現

在
に
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、家
屋
を
取
り
壊
し

て
も
、役
場
税
務
課
へ「
届
け
出
」

を
済
ま
せ
て
い
な
い
と
、そ
の
ま

ま
現
存
す
る
と
み
な
さ
れ
、課
税

対
象
に
な
って
し
ま
い
ま
す
。「
以

前
、家
屋
を
壊
し
た
け
れ
ど
、ま

だ
届
け
を
出
し
て
い
な
い
」と
い

う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、平
成

26
年
12
月
26
日（
金
）ま
で
に
、税

務
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

税
務
課
へ「
届
出
」を

お
忘
れ
な
く
！

　
和
歌
山
地
方
法
務
局
田
辺
支

局
で
は
、法
務
局
で
平
日
に
開
設

し
て
い
る
登
記
相
談（
窓
口
相

談
）に
つ
い
て
、10
月
１
日
か
ら
予

約
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

●
相
談
時
間
　
午
前
９
時
か
ら

午
前
11
時
30
分
ま
で（
最
終
受

付
　
午
前
11
時
）、 

午
後
２
時
か

ら
午
後
４
時
30
分
ま
で（
最
終
受

付
　
午
後
４
時
）

＊
相
談
時
間
は
30
分
以
内
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。関
係
書
類

等
の
資
料
が
あ
れ
ば
、ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　
登
記
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、左
記
の「
予
約
及
び
お
問
い

合
せ
先
」へ
、事
前
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
予
約
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
」

和
歌
山
地
方
法
務
局
　
田
辺
支

局（
℡
22―

０
６
９
８
）

〒
６
４
６
│
０
０
２
３
　
田
辺
市

文
里
１
丁
目
11
番
９
号
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こ
の
機
会
に
、
税
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
　お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

御
坊
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

国
税
に
関
す
る

く
わ
し
い
こ
と
は

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w
w
.nta.go.jp

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

御
坊
税
務
署

（
℡
０
７
３
８
ー
22
ー
０
６
９
５
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」

税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
所
の
開
催

税
理
士
に
よ
る

無
料
相
談
所
の
開
催

記
帳・帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

拡
大
に
つ
い
て

記
帳・帳
簿
等
の
保
存
制
度
の

拡
大
に
つ
い
て

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

年
末
調
整
説
明
会
の
開
催

贈
与
税
も
e-

T
a
x

贈
与
税
も
e-

T
a
x

源
泉
所
得
税
を

納
付
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

源
泉
所
得
税
を

納
付
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

納
税
証
明
書
を

請
求
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

納
税
証
明
書
を

請
求
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

　
税
理
士
に
よ
る
無
料
相
談
所

を
、次
の
通
り
開
催
し
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
日
　
時

　
11
月
14
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
　
所
　

　
オ
ー
ク
ワ
ロマ
ン
シ
テ
ィ
１
階

　
Ｅ
Ｖ
ホ
ー
ル
前（
御
坊
市
）

　
御
坊
税
務
署
は
、事
業
所
な

ど
を
対
象
に
、年
末
調
整
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日・場
所

●
11
月
25
日（
火
）

　
紀
州
農
協
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
み

な
べ（
気
佐
藤
）

●
11
月
27
日（
木
）

　
御
坊
市
民
文
化
会
館（
御
坊
市
）

■
時
　
間

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

平
成
26
年
１
月
か
ら
記
帳
・
帳

簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
方

　
事
業
所
得
、不
動
産
所
得
又

は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き
業
務

を
行
う
全
て
の
方
で
す（
所
得
税

の
申
告
の
必
要
が
な
い
方
も
、記

帳・帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
）。

■
記
帳
す
る
内
容

 

売
上
な
ど
の
収
入
金
額
、仕
入

れ
や
そ
の
他
の
必
要
経
費
に
関

す
る
事
項
を
、帳
簿
に
記
載
し
ま

す
。

■
帳
簿
等
の
保
存

　
収
入
金
額
や
必
要
経
費
を
記

載
し
た
帳
簿
の
ほ
か
、取
引
に
と

も
な
って
作
成
し
た
帳
簿
や
受
け

取
っ
た
請
求
書・領
収
書
な
ど
の

書
類
を
保
存
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
従
来
の
所
得
税
、法
人
税
、消

費
税
、酒
税
及
び
印
紙
税
の
申

告
に
加
え
、贈
与
税
の
申
告
に
つ

い
て
も
ｅ-

Ｔａｘ（
国
税
電
子
申

告・納
税
シ
ス
テ
ム
）の
利
用
が
可

能
と
な
って
い
ま
す
。

　「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」
を
利
用

し
て
み
ま
せ
ん
か

■
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は

　
事
前
に
税
務
署
に
届
出
等
を

し
て
お
け
ば
、ｅ-

Ｔａｘ
を
利
用
し

て
電
子
申
告
等
の
送
信
を
し
た

後
に
、届
出
を
し
た
預
貯
金
口
座

か
ら
、簡
単
な
ク
リ
ッ
ク
操
作
で

即
時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
新
た

な
納
付
手
段
で
す
。

■
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
、こ
ん

な
に
便
利

①
税
務
署
や
金
融
機
関
に
出
向

く
こ
と
な
く
、自
宅
や
オ
フ
ィ
ス

な
ど
か
ら
納
付
が
可
能
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

契
約
が
不
要（
手
数
料
が
不

要
）。

③
即
時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し

て
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
。

④
税
理
士
が
納
税
者
に
代
わ
っ

て
納
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
が

可
能
。

⑤
源
泉
所
得
税
の
手
続
き
で
は
、

電
子
証
明
書
の
取
得・登
録
は
不

要
。

■
利
用
す
る
に
は

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
を
利
用
す

る
た
め
に
は
、ｅ-

Ｔａｘ
の
利
用
開

始
の
た
め
の
手
続
き（
開
始
届
出

書
の
提
出（
送
信
））が
必
要
と
な

る
ほ
か
、ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利
用

届
出
書
を
書
面
で
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。利
用
届
出
書

を
提
出
し
て
か
ら
利
用
可
能
と

な
る
ま
で
、１
か
月
程
度
か
か
り

ま
す
。納
付
を
行
う
際
に
は
、預

貯
金
口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
利
用
可
能

金
融
機
関
等
、く
わ
し
く
は
税

務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
」を
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か

　
納
税
証
明
書
をｅ-

Ｔａｘ
に
て
、

ご
請
求
い
た
だ
く
と
便
利
で
す
。

①
手
数
料
が
３
７
０
円（
通
常
４

０
０
円
）と
安
価
に
な
り
ま
す
。

②
枚
数
が
多
く
て
も
税
務
署
窓

口
で
す
ぐ
受
け
取
れ
ま
す
。

③
自
分
に
あ
っ
た
受
取
方
法
を

次
の
３
つ
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

・税
務
署
窓
口
で
書
面
受
取

・郵
送
で
書
面
受
取（
別
途
郵
送

料
が
か
か
り
ま
す
。）

・ｅ-

Ｔａｘ
で
電
子
納
税
証
明
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

＊
ご
利
用
に
は
、ｅ-

Ｔａｘ
利
用
開

始
届
出
が
必
要
で
す
。
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11
月
は
み
な
べ
学
び
月
間・学
校
開
放
月
間

11
月
11
日
は「
み
な
べ
学
び
の
日
」で
す

芸
能
ま
つ
り

○
11
月
３
日（
月・祝
日
）　 

昼 

12
時
30
分
開
場

　 

１
時
開
演

　
お
誘
い
合
わ
せ
て
、各
自

主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん

の
熱
演
を
応
援
し
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

夜 

7
時
〜

　「
音
楽
の
夕
べ
」

　
町
内
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

ち
が
大
集
合
し
ま
す
の
で
、

お
見
逃
し
な
く
。

町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
9
回

11
月
16
日（
日
）

11
月
23
日（
日
）
町
内
各
会
場
で

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー 

３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

教
育
学
習
課（
℡
７4
ー 

３
１
３
４
）か
ら
お
知
ら
せ

　
み
な
べ
町
は
、11
月
の
１
か
月

間
を「
み
な
べ
学
び
月
間
」、11
月

11
日
を「
み
な
べ
学
び
の
日
」と

し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　「
学
び
」は
、「
学
習
」よ
り
も
、

自
分
か
ら
主
体
的
に
か
つ
人
間

的
に
何
か
を
新
し
く
身
に
つ
け

よ
う
と
す
る
営
み
と
い
う
意
味

合
い
が
濃
い
そ
う
で
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
、学
び
月

間
、学
び
の
日
を
、学
校
教
育
だ

け
に
限
ら
ず
、地
域
や
家
庭
で
、

「
学
ぶ
」と
い
う
意
義
を
深
め
る

機
会
に
し
て
も
ら
い
た
い
、そ
し

て
、「
親
の
背
を
見
て
子
は
育

つ
」、ま
ず
大
人
が
学
ぶ
姿
勢
を

示
す
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
に
も

い
い
影
響
が
広
が
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
11
月
を
学
び
月
間
と
し
た
の

は
、文
化
展
や
芸
能
ま
つ
り
、町

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、ま
た
学
校
開

放
な
ど
最
も
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
月
だ
か
ら
で
す
。

　
今
年
も
い
ろ
ん
な
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。ど
う
ぞ
、お
誘
い
合

わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
11
月
中
に
開
催
さ
れ
る
町
教

委
協
賛
の
主
な
行
事
は
、次
の
通

り
で
す
。

▼
高
城
文
化
展・菊
花
展

　
11
月
３
日（
月
）〜
４
日（
火
）

高
城
公
民
館（
℡
75
│
２
４
５
５
）

▼
清
川
文
化
展
　

　
11
月
２
日（
日
）〜
３
日（
月
）

清
川
公
民
館（
℡
76
│
２
２
５
０
）

子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
に
、

学
校
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　
各
小
中
学
校
が
、11
月
中
授

業
を
公
開
し
ま
す
。ま
た
、そ
れ

ぞ
れ
行
事
の
開
催
も
予
定
し
て

い
ま
す
の
で
、近
く
の
学
校
へ
お

気
軽
に
、自
分
の
お
子
さ
ん
や
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご

覧
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
各
校
の
行
事
は「
く
ら
し
の
情

報
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
）

　
な
お
、来
校
の
折
は
、恐
れ
入

り
ま
す
が
、ま
ず
職
員
室
へ
声
か

け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
年
度
20
歳
に
な
る
新
成
人

を
祝
福
す
る「
平
成
27
年
成
人

式
」を
、次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時
　

　
平
成
27
年
１
月
４
日（
日
）

　
受
付
開
始
　
昼
12
時
30
分
〜

　
開
　
　
式
　
　
1
時

■
場
　
所

　
紀
州
南
部
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

（
山
内
）

■
対
象
者

　
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
。ま

た
、町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
籍

後
、町
外
へ
転
出
し
た
方
も
含
め

ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
、案
内
状
を
差

し
上
げ
ま
す
。ぜ
ひ
出
席
し
て
、

同
級
生
の
交
流
を
よ
り
深
め
て

く
だ
さ
い
。

実
行
委
員
募
集
中

　
成
人
式
の
式
典
の
後
、例
年
の

よ
う
に
新
成
人
自
身
の
企
画
運

営
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

　
た
だ
今
、新
成
人
の
実
行
委

員
を
募
集
中
で
す
。

　「
自
分
た
ち
の
手
で
、一
生
に
一

度
の
成
人
式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
い
。」と
い
う
皆
さ
ん
、ぜ
ひ
お

集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　
実
行
委
員
会
へ
の
参
加
希
望

は
、成
人
式
の
案
内
状
に
同
封
の

ハ
ガ
キ
で
ご
返
事
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う 
二
十
歳
！

平
成
27
年
成
人
式
は
、来
年
１
月
４
日
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産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

産
業
課（
℡
７2
ー
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

昨年の農地パトロールの様子

　
農
業
委
員
会
で
は
11
月
17
日

（
月
）か
ら
19
日（
水
）に
か
け
て
、

町
内
全
域
の
農
地
を
対
象
と
し

た
利
用
状
況
調
査（
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
）を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、農
地
法「
第
30

条
第
１
項
」に
よ
り
年
１
回
実
施

し
、耕
作
放
棄
地
の
実
態
把
握

と
発
生
防
止
や
解
消
対
策
・
農

地
の
違
反
転
用
発
生
防
止
対
策

等
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
実
施
し
ま
す

●
相
談
日
時
　
11
月
26
日（
水
）

　
午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
の

間
で
順
次

●
相
談
場
所

　
役
場
２
階
　
会
議
室

●
申
込
先
　
産
業
課
　

●
申
込
締
切
　
11
月
20
日（
木
）

　
町
と
日
本
政
策
金
融
公
庫

は
、農
業
資
金
の
借
り
入
れ
や
返

済
に
関
す
る
ご
質
問
や
ご
相
談

な
ど
、農
業
資
金
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　「
農
業
用
倉
庫
を
建
て
た
い
が

有
利
な
資
金
は
な
い
か
」、「
予
定

通
り
の
販
売
が
で
き
て
い
な
い
の

で
、運
転
資
金
が
不
足
し
そ
う
だ

が
ど
う
し
た
ら
い
い
か
」な
ど
、農

業
資
金
に
関
係
す
る
こ
と
な
ら
、

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
、日
本
政
策
金
融
公

庫
担
当
者
と
の
個
別
相
談
方
式

で
行
い
ま
す
の
で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
ま
す
。安
心
し
て
ご
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
個
別
相
談
の
た
め
、事
前
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

　
農
業
資
金
相
談
会
の
く
わ
し

く
は
、産
業
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

農
業
資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

『
扶
養
親
族
等

　
　
　申
告
書
』

は
期
限
ま
で
に

提
出
し
ま
し
ょ
う

〜
年
末
調
整・確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
〜

年
金
受
給
者
の
方
へ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い

て
、全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。そ
の
年
の
１

月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で

す
。

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受

け
る
た
め
に
は
、納
付
し
た
こ
と

を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
11
月
上
旬
に
送
付

　
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
、国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に
つい

て
は
、「
社
会
保
険
料（
国
民
年

金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
本

年
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

は
、必
ず
こ
の
証
明
書（
ま
た
は

領
収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
場
合

　
ま
た
、10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
今
年
初
め
て
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、翌
年
の
２
月
上

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、ご

本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、ご

家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証

明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、控
除
証
明
書

専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
平
成
27
年
３
月

16
日
ま
で
）℡
０
５
７
０
│
０
５

８
│
５
５
５（
I
P
電
話
等
の
方

は
℡
０
３
│
６
７
０
０
│
１
１
４

４
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
老
齢
や
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
は
、雑
所

得
と
し
て
所
得
税
の
課
税

対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
障
害
年
金・遺
族
年
金
は

課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　
課
税
対
象
と
な
る
受
給

者
の
方
に
は
、毎
年
11
月

上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
申
告
に
よ
り
、翌
年

中
に
受
け
ら
れ
る
年
金
に

か
か
る
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
が
決
ま
り
ま
す
。

　
も
し
提
出
を
忘
れ
る

と
、各
種
控
除
が
受
け
ら

れ
ず
、所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意

く
だ
さ
い
。
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南部幼稚園開放講座

幼稚園でみんなと一緒に楽しく遊びましょう。

“ともだちいっぱいつくろうよ！“

日　時

場　所

対　象

内　容

11月15日（土） 午前９時30分～

南部幼稚園（みんなの広場・各保育室）

まだ幼稚園に就園していないお子さんと

その保護者の方

★園児が歌やダンスを披露　★職員によるお話
★園庭で好きな遊びを楽しむ

　参加を希望される方は、午前９時30分までに直接、南部幼稚園
にお越しください。
　お問い合わせは、南部幼稚園（☎７２－２３５８）まで

募集人員

受付期間

応募資格

試 験 日

試験場所

約６０名

11月１日～12月５日
(締切日必着)

平成27年１月10日～
12日のいずれか１日

高等工科学校（横須賀市） 和歌山市・田辺市

平成27年1月24日

平成27年４月１日現在、15歳以上17歳未満の男子
（平成27年３月に中学校卒業または中等教育学校
の前期課程修了見込み者を含む）

11月１日～平成27年１月９日
(締切日必着)

約２６０名

推　薦

お問い合わせは、御坊市湯川町小松原４１０－１
自衛隊御坊地域事務所(℡０７３８－２３－００２０)または役場総務課（℡７２－２０５１）へ。

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集

和歌山県最低賃金 時間額715円

一　般

　最低賃金は常用労働者のみではなく、臨時・パートタイマーなど、
雇用形態や呼称にかかわらず、県内の事業所で働く全ての労働者に
適用されます。
　くわしくは、和歌山労働局賃金室（℡０７３－４８８―１１５２）又は
最寄りの労働基準監督署へお問い合わせください。

「必ずチェック　最低賃金！　使用者も　労働者も」

広報みなべ　2014.11
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
FAX
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民福祉課
税　務　課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
住民福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
生活環境課
　水 道 係
　下水道･環境係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
　学校教育
　Ｆ　Ａ　Ｘ
　社会教育・国体
中央公民館
共通ＦＡＸ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７

７４－２１９１
７４－３621
７４－３134
７４－３３３４
７４－2418

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣） 1階

1階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

み
ん
な
で
築
こ
う 

人
権
の
世
紀

「
人
権
の
つ
ど
い
」を
開
催

　
相
談
日
は
、い
ず
れ
も
月
〜
金

曜
日（
12
月
29
日
〜
1
月
３
日・

祝
日
を
除
く
）

■
法
務
省

●
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０
│
０
０
３
│
１
１
０

●
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
　

　
０
１
２
０
│
０
０
７
│
１
１
０

●
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
５
７
０
│
０
７
０
│
８
１
０

相
談
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で

■（
公
財
）和
歌
山
県
人
権
啓
発

　セ
ン
タ
ー

●
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
０
７
３
│
４
２
１
│
７
８
３
０

相
談
時
間
　

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

大切な人を自死で亡くされた方へ

電話又はＦＡＸでお申し込みください。
和歌山県精神保健福祉センター（℡073-435-5194　FAX073-435-5193）

※終了後、わかちあいの会（13：30～15：30）を開催します。

日　　時 実施期間

実施時間

電話番号

相談内容

場　　所

定　　員

対　　象

問い合せ及び申込み先

「女性の人権ホットライン」
強化週間を実施します！　自死遺族の心の回復といやしをテーマに、

講演会とミニコンサートを開催します。

全国一斉

12
月
４
日
〜
10
日
は「
第
66
回
人
権
週
間
」

〜
考
え
よ
う

　相
手
の
気
持
ち

　育
て
よ
う

　思
い
や
り
の
心
〜

　
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」で

す
。１
９
４
８
年
の
こ
の
日
「
世

界
人
権
宣
言
」が
国
連
で
採
択

さ
れ
、今
年
で
66
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

　
人
権
と
は
、誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
「
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た

め
」に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
で
す
。一
人
ひ
と
り
が
人
権
の

主
体
と
し
て
、自
ら
の
人
権
や
他

者
の
人
権
を
尊
重
し
、さ
ら
に
は

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
自
分
の

課
題
と
し
て
捉
え
、そ
の
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、「
人
権
」

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機
会
と

し
、す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
豊
か
な
社
会
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

日
時 

12
月
６
日（
土
）

 

午
後
１
時
〜
３
時
20
分

場
所 

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー

内
容

●「
第
34
回
全
国
中
学
生
人
権

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」表
彰
式

和
歌
山
県
大
会
表
彰
式
と
作
文

朗
読

●
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

「
〜
互
い
を
活
か
し
、共
に
生
き

る
〜
」

田
中
ゆ
か
さ
ん（
う
た
と
ハ
ー
プ
）

伊
藤
ひ
ろ
し
さ
ん（
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
）

　
女
性
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
を
続
け

て
い
く
に
は
、何
が
大
切
か…

　
田
中
ゆ
か
さ
ん
の
実
体
験
に

基
づ
く
ト
ー
ク
、そ
し
て
、感
動
の

う
た
と
ハ
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

通
じ
て
、み
ん
な
で
一
緒
に
考
え

ま
せ
ん
か
。

定
員 

２
０
０
名（
入
場
無
料
）

※

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
先

　
日
高
振
興
局
総
務
県
民
課

℡
０
７
３
８
│
24
│
２
９
３
６

人
権
常
設
相
談
所

12月13日（土）
11：00～12：30
　講演「大切な人を自死でなくした悲しみからの回復」
12：30～13：00
　クリスマス　いやしの音楽会

精神保健福祉センター　プレイルーム
和歌山市手平2-1-2
県民交流センター和歌山ビッグ愛２階

２０名

自死遺族やその周囲の方、また、自死遺族を援助している方など

11月17日（月）～23日（日）までの７日間

午前８時30分～午後７時まで
ただし、土・日曜日については、
午前10時～午後５時まで

０５７０－０７０－８１０（全国共通ナビダイヤル）

　夫やパートナーからの暴力、ストーカー、職場における性的嫌がら
せなどの女性に関する人権何でも相談。
＊相談は無料で、秘密は厳守されます。法務局職員または人権擁護
委員が相談に応じますので、日頃の悩みをお気軽にご相談ください。

11月11日（火）～25日（火）まで
「女性に対する暴力をなくす運動」
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　階段の上り下りなど体を動かしたときに息切れを感じたり、風邪
でもないのにせきやたんが続いたりすることがＣＯＰＤの主な症状
です。ありふれた症状であるため、見過ごしてしまいがちで、発見
の遅れにつながります。進行すると少し動いただけでも息切れし、
日常生活もままならなくなります。さらに進行すると呼吸不全や心
不全を起こす命に関わる病気ですので早期発見、早期治療が
重要です。また、肺だけでなく全身に影響をもたらして、全身性炎
症、心・血管疾患、骨粗鬆症、糖尿病などを併発しやすいことが
知られています。特に40歳以上の方で、喫煙歴のある方は要注
意です。
　次のような症状のある方は、軽く考えず早めに呼吸器専門医
にご相談ください。

日時　１１月２２日（土）　１３：００～　場所　役場３階　　
内容　
●講演（１時間程度）
「呼吸器検診の重要性　
～あなたの肺は蝕まれていませんか？～」
講師：独立行政法人　国立病院機構　和歌山病院（美浜町）
　　南方良章　院長
●検査技師の話（３０分程度）
　「肺がん」だけではなく、ＣＯＰＤや肺結核のお話も交えて、検診
の重要性についてお話ししてくださいます。検査技師による検診
にまつわるお話や看護師による血圧、体脂肪率などの測定コー
ナー（12：00～）もあります。　　　　和歌山病院・みなべ町共催

日 　 時
場 　 所
対 　 象
内 　 容

11月27日（木）13：30～15：00
ふれ愛センター
妊婦または小さなお子さんの保護者
①「胎児ちゃん人形」でお腹の赤ちゃんを
イメージしよう
②出産に向けて助産師からアドバイス

：
：
：
：

マタニティー＆ベビーサロン
●階段の上り下りで息切れがする。●せきやたんが出る。
●風邪が治りにくく、せきやたんが出る。
●喘鳴がある。呼吸のたびにゼーゼー、ヒューヒューがある。

「心」と「体」を開放しながら楽しく運動しませんか。

日 　 時
場 　 所
申 込 先

参 加 費
持 ち 物

11月25日（火）13：30～15：00
ふれ愛センター
こひつじランド（℡72－5711）
＊11月18日（火）までに申し込みを
無料
タオル2枚、バスタオル2枚、お茶・ミルクなど

：
：
：
：
：
：

ベビーマッサージ

※この事業は、赤い羽根共同募金より助成を受けて行います。
　募金にご協力をお願いします
主催　和歌山県母と子の健康づくり運動協議会田辺支部

参加無料

（どなたでも参加できます）
日　時　11月4日・11日・18日・25日・12月2日（毎週火曜日）
　　　　午後７時～９時
場　所　ふれ愛センター（東本庄）
講　師　佐藤公美さん（田辺市）
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インフルエンザを予防しよう
　インフルエンザとは、インフルエンザウイルスの感染によって
おこる病気です。主な症状としては、高熱（38～40度）や頭
痛、筋肉痛、全身倦怠感などの全身症状と、のどの痛み、咳
や痰などの呼吸器の急性炎症症状などが見られます。

　接種後、免疫がつくまで２週間程度かかります。ワクチンの
免疫は約５ヶ月間と言われていますので、12月中旬までに接
種すると効果的です。

トレーニング教室

センター
だより
センター
だより

（住民福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

11月7日（金）・14日（金）・21日（金）28日（金）
18：00～20：00　トレーニングマシン等による自由運動
20：00～21：00　健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽し
い体操です。）　
参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。

清川保育所
（℡76-2251） ７日（金） 10：00～11：00

11日（火） 10：00～11：00

4日（火）・18日（火） 10：00～11：00

6日（木）・20日（木） 10：00～11：00

7日（金） 10：00～11：00

場所：はあと館
 （社会福祉センター）

南部保育所
（℡72-4520）
上南部保育所
（℡74-3022）
高城保育所
（℡75-2044）
愛之園保育園
（℡72-2371）

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

４・１０か月児健診
（平成26年1月・7月生まれ） 11月11日（火） 12：45～13：15

11月12日（水） 12：45～13：15

11月12日（水）

※11日は南部中3年生が思春期体験学習で、健診のお手伝いをします。

12：45～13：15

健診名（対象乳幼児） 実　施　日 受 付 時 間

愛之園保育園
（℡72-2371） 12日（水） 11：15～12：00

●人込みや繁華街への外出を
　控える
●外出時にはマスクを着用
●うがい、手洗いの励行
●室内では加湿器などを使用して適度な湿度に
●十分な休養とバランスの良い食事
　＊咳エチケット…インフルエンザにかかって「咳」などの症
状のある方は、周りの方にうつさないためにも、マスクを着用
しましょう。

１歳６か月児健診
（平成25年3月・4月生まれ）
３歳６か月児健診
（平成23年4月・5月生まれ）

お外で自由あそび （清川保・愛之園保は雨天中止）

給食ってどんなの？

　「歳をとっても認知症だけにはなりたくない」そう思っていま
せんか？今後、誰もが認知症に関係する可能性があります。
認知症から目をそむけるのではなく、「どうすれば防げるか」、
「なったとしたらどうすればいいか」を知ることが大切です。
　和歌山県と和歌山県立医大脳神経外科が共同で開発
した「認知症予防教室プログラム」をもとに、町では認知症
予防教室「脳活塾」を開催します。この機会に、是非ご参加
ください。

　※申込及びお問い合せは、町地域包括支援センター
（℡７４－８０６５）までお電話ください。土・日・祝日を除く、午前
８時30分から午後５時30分まで　

 妊娠を予定または希望している19歳以上50歳未満の女
性と妊娠している女性の配偶者を対象に、風しん予防接
種の費用助成を行っています。
 助成を希望される場合は、ふれ愛センターで申請が必要
です。申請には、印鑑・本人を確認できる書類・妊婦の配偶
者の方は母子健康手帳を持参してください。

日 　 程

場 　 所
対 象 者
内 　 容

定 　 員
申込締切

12月４日（木）～平成27年３月中旬まで
約３ヶ月間　２週間に１回程度（全８回）
清川公民館
65歳以上の方で出来るだけ全日程参加出来る方
認知機能検査・個人面談（開始時と終了時）
個人及びグループでの脳活性活動など
２０名程度（参加費無料）
１１月２１日（金）まで
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月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●７日（金）13：30～15：30
◇ふれ愛センター（東本庄）で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）
◆登記相談（和歌山地方法務局田
辺支局員）

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇はあと館（片町）で

◆27日（木）13：00～15：00
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

◆８日（土）（9：30～16：00）年金
相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

（IP電話・PHSからは
「℡03-6700-1165へ）

月～金曜日　
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・
祝日は休み）
第２土曜日

午前9：30～午後4：00

●連絡は教育学習課
　（℡74-2191）へ

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

◆みなべ学び月間◆学校開放月
間◆子ども・若者育成支援強調月
間◆下請取引適正化推進月間◆
乳幼児突然死症候群(SIDS)対策
強化月間

◆児童虐待防止推進月間◆JAS普
及推進月間◆伝統的工芸品月間
◆エコドライブ推進月間◆公共建
築月間◆教育・文化習慣・文化財保
護強調週間（1日～7日）

◆福祉人材確保重点実施期間（4日
～17日）◆秋季全国火災予防運動
（9日～15日）◆家族の週間（9日
～22日）◆税を考える週間（11日
～17日）

◆女性に対する暴力をなくす運動
（11日～25日）◆全国糖尿病週間
（14日～20日）◆製品安全総点検
週間（17日～21日）
◆全国一斉「女性の人権ホットラ

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
しいことは、住民福祉課
（℡72-2161）へ。

イン」強化週間（17日～23日）
◆港湾労働法遵守強化旬間（21日
～30日）◆医療安全推進週間（23
日～29日）◆犯罪被害者週間・性
の健康週間（25日～12/1）

3 4 5
■愛之園保、避難訓練
■上南部、おひさま広場（保育所開
放）・外で自由遊び（10：00～）
■南部小・岩代小、芸術鑑賞

■南部保、絵本の読み聞かせ
■高城保、クッキング・バイキング
給食
■高城小、防犯教室
■上南部小、緊急地震速報の訓練

■芸能まつり（13：00～・19：
00、ふれ愛センター）
■清川区民運動会
■高城文化展・菊花展（高城公民
館、～４日）

文化の日

10 11 12

■南部幼、絵本読み聞かせ
■南部保、おひさま広場（保育所開
放）・外で自由遊び（10：00～）
■岩代小1･2年生、お年寄りとの
ふれあい活動・6年生、なかよし作
業所見学■上南部小2年生、起震車
体験■清川小4年生、緑育「備長炭」
学習■南部中3年生、思春期体験学
習■４・10か月児健診（12：45
～・ふれ愛センター）

■南部幼、祖父母園訪問■白梅幼・
南部小・上南部小5年生・清川小、避
難訓練■愛之園保、おひさま広場
（保育所開放）・給食ってどんなの
（11：15～）■清川保、絵本の読み
聞かせ■高城中3年生、授業参観
■1歳6か月児・3歳6か月児健診
（12：45～・ふれ愛センター）
■家庭粗大ごみ拠点回収（8：30～
10：00清川球場駐車場/10：30
～12：00高城公民館

技能の日 みなべ学びの日
介護の日
公共建築の日

17 18 19
■南部幼、避難訓練
■ひかり保、絵本の読み聞かせ
■上南部小、授業参観
■清川小、読み聞かせの会
■上南部保、おひさま広場（保育所
開放）・外で自由遊び（10：00～）

■南部保、イクルみなべ訪問
■南部幼、園外保育
■清川保、ミニ遠足

■農地パトロール（～19日）

食育の日

24 25 26
■高城小1・2・3年生、学習発表会
■ベビーマッサージ（13：30～・
ふれ愛センター）■年末調整説明
会（御坊税務署主催）（13：30～・
紀州農協アグリセンター）■県こ
うのとり相談（田辺保健所）（14：
30～）

■南部幼、保育参観
■上南部小、防犯訓練
■南部中、校内マラソン大会
各納期　水道料金（9・10月分）/公
共下水道使用料（9・10月分）/農業
集落排水使用料（10・11月分）の
各口座振替

木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

◆みなべ学び月間◆学校開放月
間◆子ども・若者育成支援強調月
間◆下請取引適正化推進月間◆
乳幼児突然死症候群(SIDS)対策
強化月間

◆児童虐待防止推進月間◆JAS普
及推進月間◆伝統的工芸品月間
◆エコドライブ推進月間◆公共建
築月間◆教育・文化習慣・文化財保
護強調週間（1日～7日）

◆福祉人材確保重点実施期間（4日
～17日）◆秋季全国火災予防運動
（9日～15日）◆家族の週間（9日
～22日）◆税を考える週間（11日
～17日）

◆女性に対する暴力をなくす運動
（11日～25日）◆全国糖尿病週間
（14日～20日）◆製品安全総点検
週間（17日～21日）
◆全国一斉「女性の人権ホットラ

イン」強化週間（17日～23日）
◆港湾労働法遵守強化旬間（21日
～30日）◆医療安全推進週間（23
日～29日）◆犯罪被害者週間・性
の健康週間（25日～12/1）

6 8
■１万人健康リレーウォーク（上
南部保年長児参加）
■高城保、おひさま広場（保育所開
放）・外で自由遊び（10：00～）
■清川保、クッキング
■南部小4年生、緑育体験学習
■上南部中、和太鼓慰問演奏（13：
30～・ふれ愛センター）
■高城中2年生、保育実習

■愛之園保、電車に乗ってミニミ
ニ旅行・おひさま広場（保育所開
放）・お外で遊ぼう（10：00～）
■ひかり保、有間皇子祭り■清川
保、おひさま広場（保育所開放）・外
で自由遊び（10：00～）■岩代小、
教育講演会■清川小、授業参観・教
育講演会■高城小、社会見学■高
城中、校内マラソン大会■人権・行
政・登記相談（13：30～・ふれ愛セ
ンター）■廃食油回収（７日17：
00～10日9：00まで、町内各地）

■南部幼、ふれあいの日
■高城保、親子遠足
■田辺年金事務所・年金相談窓口
開設（9：30～16：00）

97国有財産の日 堺・日吉神社秋祭り
「119番」の日

計量記念日
灯台記念日
自衛隊記念日

13 15
■ひかり保、避難訓練
■南部幼・高城保、園外保育
■南部保、クッキング
■高城小・清川小3年生、社会見学
■高城中2年生、保育実習
■南部長寿大学、（14:00～・南部
公民館）
■家庭粗大ごみ拠点回収（8：30～
10：00 /10：30～12：00須賀
橋上流河川敷）
■県こうのとり相談（田辺保健所）
（15：30～）

■上南部保、園外保育・旅育
■岩代小5年生、喫煙防止教室
■高城小、いも祭り集会
■映画「そして父になる」上映会
（ふれ愛センター）

■南部幼、園開放講座・廃品回収
■白梅幼、園開放日
■岩代小、草刈り作業・古紙アルミ
缶等回収

■ようこそ、落語ワールドへ（14：
00～・ゆめよみ館）■家庭粗大ご
み拠点回収（8：30～11：00・
13:00～15：00役場駐車場）
■第９回町民スポーツ大会（町内
各会場）

1614 家族の日

20 22
■南部幼、クッキング
■高城保、おひさま広場（保育所開
放）・外で自由遊び（10：00～）
■健康講座（13：00～・役場３階）

■愛之園保、感謝祭の訪問
■上南部保・高城保・清川保、避難
訓練
■南部保、ミニミニ遠足

■南部幼、ふれあいの日
■岩代小、親子ふれあい学習会

■第９回町民スポーツ大会
　（町内各会場）
■やにこいフェスタ
　（ふれ愛センター・10：00～）

2321 勤労感謝の日

27 29
■愛之園保、ｅｃｏ孫爺　一緒に
芋煮会■南部保、防火啓発（鼓笛演
奏）■岩代小、梅学習■高城小4・
5・6年生、学習発表会■マタニ
ティ＆ベビーサロン（13：30～　
ふれ愛センター）■県による巡回
職業相談（13：00～・南部公民館）

■南部保、避難訓練
■上南部中、遠足
■育児講座「わらべうたであそぼ
う」（9：45～・ふれ愛センター）

■南部幼、ふれあいの日
■白梅幼、おゆうぎ会
■上南部保・高城保、発表会
■南部小、校内音楽会
■清川小、学習発表会

3028税関記念日 和歌山県知事選挙

■南部幼、吹奏楽演奏会・園内絵画
展（～30日）■白梅幼、園開放日
■愛之園保、おじいちゃんおばあ
ちゃんとおもちつき■高城小、通
学合宿■南部中、整備作業

1 2
■ひかり保年長児、おわかれ遠足
■上南部中、文化祭
■清川文化展（清川公民館、～３
日）
■梅の里社会人野球（清川球場）


